
（診 胎児または哺育児の甘掛こ及ぼす影響に関する試験（1世代繁殖試験）  

SDラット（一群雌16匹）に、妊娠0～20日または晴育0－21日に原体を0、20、  

130及び800ppmの用量で混餌投与し、胎児または晴育児の腎臓に及ぼす影響につい   

て検討された。  

妊娠期暴露試験では、800ppm投与群で離乳児の腎孟拡張の出現頻度（8．9％）が、   

統計学的に有意ではないが対照群値（1．6％）を上回り、腎孟内に貯留する尿量も増加   

し、検体投与による腎孟拡張の誘発が示唆された。晴育期暴露試験では、母動物全例   

に肝腫大が認められたが、晴育児の腎臓に異常はみられなかった。（参照2）  

腎孟拡張については、妊娠期（特に後期）に検体投与された母動物から産まれた児動  

物において晴育中期から後期にかけて発生する（遅発性の催奇形性作用）ので、胎児期  

及び離乳期以前では検出されない。よって、発生毒性試験における胎児及び本試験にお  

ける嘱育期暴露群の哺育児においては腎孟拡張が認められなかったものと考えられる。  

血圧調節に及ぼす影響に関する試験（14．（3）①）及び血管収縮反応に及ぼす影響に  

関する試験（14．（3）②）の結果から、この腎孟拡張は、シメコナゾールのレニン／  

アンギオテンシン系に対する循環調節阻害（特に、アンギオテンシン受容体括抗作用）  

に起因すると考えられた。本所見に対する無毒性量は130ppmと考えられた。  
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Ⅱ．抱合評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「シメコナゾール」の食品健康影響評価を実施した。   

動物体内運命試験において、シメコナゾールは速やかに吸収及び排泄された。ラットで   

は主な排泄経路は胆汁中で、投与後72時間に80％mR以上が糞尿中に排泄された。糞尿   

中に親化合物は認められず、主要代謝物として雄では尿中にVlIIが、雌では糞尿中にⅠⅠⅠ   

の硫酸抱合体が検出された。胆汁中の主要代謝物はⅠⅠⅠのグルクロン酸抱合体であった。組   

織及び器官への蓄積性は認められなかった。主な代謝経路は代謝物ⅠⅠⅠへの酸化で、さらに   

硫酸抱合やグルクロン酸抱合を受ける経路と考えられた。マウスにおいてもラットと同様   

にシメコナゾールの吸収及び排泄は速やかで、組織及び器官への蓄積性も認められなかっ   

た。主要代謝物は雌雄ともⅠⅠⅠのグルクロン酸抱合体であった。   

水稲等を用いた植物体内運命試験において、主要代謝物は代謝物ⅠⅠⅠの糖抱合体であった。  

シメコナゾール、代謝物ⅠⅠⅠ及びⅤを分析対象化合物とした作物残留試験が実施されて   

おり、シメコナゾールの最高値は、もも（果皮）を除くと、最終散布7日後に収穫した茶   

（荒茶）の8．30mg／kgであった。   

各種毒性試験結果から、シメコナゾール投与により主に肝臓に影響が認められた。遺伝   

毒性は認められなかった。発がん性試験において、 雄ラット及び雌雄マウスで肝細胞腺腫   

の発生頻度の増加が認められたが、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、本剤の   

評価に当たり闇値を設定することは可能であると考えられた。また、催奇形性については、   

2世代繁殖試験においてラットの児動物に腎孟拡張が認められたが、追加で実施された「胎   

児または晴育児の腎臓に及ぼす影響に関する試験（1世代繁殖試験）」等の結果、これはレ   

ニン／アンギオテンシン系に対する循環調節阻害によるものであり、この変化には閥値が   

存在すると考えられた。また、安全係数は100が妥当であると判断された。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をシメコナゾール（親化合物のみ）と   

設定した。．  

各試験の無毒性量等は表15に示されている。   

食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2年間   

慢性毒性ノ発がん性併合試験の0．85mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、   

安全係数100で除した0．0085mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．0085mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

0月5mg／kg体重／目  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認すること  

とする。  
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表15 各試験における無毒性量等  

動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   

ラット  90日間   
0，幻，100牒氾芝∝ppm  

雄：5．92  

亜急性  雌：6．43  

毒性試験  
雄：0，1．19，5．92，30．2，152  
雌：0，1．30，6．43，32．3，158          雌雄：肝絶対・比重量増加等  

2年間   q25，叫16∝）Ⅰ甲m  雄：0．85  
慢性毒性／  雌：1．10  

発がん性  雄：0，0．85，6．76，56．8  
併合試験  雌：0，1．10，8．72，70．4  雌雄：近位尿細管褐色色素沈着等  

（雄：肝細胞腺腫増加）  

2世代   lソl・l；・ll¶●ll   親動物、繁殖能  
繁殖試験  P雄：1．25  Fl雄：1．48  

P雄：0，1．25，8，25，50．3  P雌：1．42 Fl雌：1．63  
Pl堆：0，1．42，9．00，56．0  児動物  

Fl雄：0，1．48，9．71，60．8   P雄：8．25  Fl雄：9．71  
Fl雌：0，1．63，10．5，65．4   P雌：9．00Fl雌：10．5  

親動物、繁殖能：卵巣比重量増加、  

包皮分離日齢早期化等  

児動物：生存率低下等  

発生毒性   0，5，20，100   母動物：20  

試験  胎児；20  

母動物：体重増加抑制等  
胎児：死亡率上昇等  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間   
町狐1〔q江q空杖）Ⅰやm   

雄：2．15  

亜急性  雌：13．6  

毒性試験  
雄：0，2．15，11．5，55．1，263  
雌：0，2．69，13．6，66．1，316  

雌雄：小葉中心性肝細胞肥大及び脂肪化等  

18カ月間  l llll耶●ll   雄：2．54  
発がん性  d堆：9．84  

試験  雄：0，2．54，10．6，42．9  

雌ニ0，2．41，9．84，41．3   雄：肝細胞腺腫  

雌：び漫性肝細胞脂肪化等  

（止唯雄：肝細胞腺腫増加）  

ウサギ  発生毒性   0，5，30，150   母動物：30  
試験  胎児：150  

母動物：体重増加抑制  

胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

58   



投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  
試験  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   

90日間   q亜，恥1∝Dppm  雄：5．08   

亜急性  雌：5．51  

毒性試験  
雄ニ0，1．03，5．08，25．8  l雌雄：ALP活性上昇、肝絶対・比重量増  
一堆：0，1．10，5．51，29．0   

加、び漫性肝細胞肥大   

1年間   l壌Il＝l●●l  雄：0．96   

慢性毒性  

試験  雄：0，0，96，4．78，22．4  

雌：0，0．97，4．88，25．0  雌雄：び慢性肝細胞肥大   

NOAEL：0．85  

ADI  SF：100  

ADI：0．0085   

ラット2年間慢性毒性／発がん性  
ADI設定根拠資料  

併合試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADIニー日摂取許容量  
1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

記号   略称   化学名   

AST－2001）   
1－【2・（4・フルオロフユニル）アリル】－1jチ1，2，4－トリアゾール   

1－（4－フルオロフユニル）－2－（1月こ1，2，4－トリアゾー 
ASlヽ4741）   

エタノン   

ルー1－イル）  

HMF－155   
（且9－2－（4－フルオロフェニル）－1一ヒドロキシメチルジメチルシリル  

甘（1月二1，2，4－トリアゾールー1－イル）プロパンー2－オール   

ⅠⅤ  ATP－3501   
2－（4・フルオロフェニル）－1－ヒドロキシジメチルシリルー3－（1月二1，2，4－  

トリアゾールー1イル）プロパンー2－オール   

Ⅴ  ATP－3118   
（風針2・（4－フルオロフェニル）－3－（1ガ1，2オトリアゾー ルー1－イル）プロ  

パンー1，2－ジオール   

2－（4－フルオロフェニル）－2－ヒドロキシー3－（1月ニ1，2，4－トリアゾールー1－  
ⅤⅠ  ATP－3502  

イル）プロピオン酸   

ⅤⅠⅠ  R5   
3－（4－フルオロフェニル）甘ヒドロキシー4t（1月二1，2，4－トリアゾールー1－  

イル）酪酸   

ⅤⅠⅠⅠ  Rll   
2－（4－フルオロフェニル）－1－ジヒドロキシメチルシリルせ（1月二1，2，4－  

トリアゾール・1－イル）プロパンー2－オール   

ⅠⅩ  トリアゾーづレ   
1月二1，2，4－トリアゾール   

トリアゾリノレLアラ  
Ⅹ   ニン′   

トリアゾリル  （1〝1，2ヰトリアゾールー1－イル）酢酸  
ⅩⅠ   酢酸  

ATP－24742）   
（風9－2－（4一フルオロフェニル）十（1月二1，2，4－トリアゾールー1イル）プロ  

パンー2－オール  

ARK－1582）   
4一【2－（4－フルオロフェニル）アリル】－4月二1，2，4－トリアゾール  

AST－1992）   
2－（4－フルオロフェニル）プロプづ－エンー1－オール  

AST－2922）   
（且針2－（4一フルオロフェニル）－2－（1月＝1，2，4－トリアゾールー1－イル）－3－  

トリメチルシリルプロパンートオール  

AST－2932）   
（風針2－（4－フルオロフェニル）－1－（4月二1，2，4－トリアゾールー4－イル）－3－  

トリメチルシリルプロパンー2－オール   

Ⅰ～ⅩⅠ：代謝物、l）：原体混在物としても存在、コ）：原体混在物  
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＜別紙2こ検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比  アルブミン／グロブリン比   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

A上T   
アラニンアミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APTT  活性化部分トロンポプラスチン時間   
アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  

AST  
（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

BUN   血液尿素窒素   

Cmax   最高濃度   

GGT   
†－グルタミルトランスフエラーゼ  

（＝†－グルタミルトランスペプチダーゼ（†－GTP））   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

NADPH  ニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸   

PB   フェノバルビタール   

PCNA  増殖性細胞核抗原   
PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

PROD  ペントキシレゾルフィン αデアルキラーゼ   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

半減期   

総処理（投与）放射能   

トリグリセリド   TAR    TChol  総コレステロール  TG    Tn、。、  最高濃度到達時間  TP  総蛋白質   
Tl／2  
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＜別系氏3：作物残留試験成績＞  
試  

作物名  残留値（mg此g）  

㈱ （分析翻過  

回 数 掛  m （日）  

シメコナゾ「′レ  代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  
場  』舶  

実施牢度  最司直  平切直  島村直  欄直  最商直  閉直   

43  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  

52  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

68  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
600G   

43  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  

2  52  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
水稲  68  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（玄米）  

1労7年度   
53  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

62  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

78  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
600G   

53  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2  62  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

78  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0二02   

43   0．07   0．06   0．12   0．08  ＜0．02  ＜0．02  

52   0．09   0．07   0．08   0．08  ＜0，02  ＜0．02  

68   0．13   0．08   0．13   0．12  ＜0．02  ＜0．02  

600G   
43   0．19   0．16   0．14   0．12   0．02  0．02★  

2  52   0．36   0．31   0．27   0．26   0．03  0．02★  
水稲  68   0．16   0．14   0．15   0．10   0．02  0．02★  
（稲わら）  

1∈粉7年度   
53   0．31   0．27   0．11   0．10  ＜0．02  ＜0．02  

62   0．15   0．12   0．14   0．10  ＜0．02  ＜0．02  

78   0．14   0．10   0．12   0．11  ＜0．02  ＜0．02  
600G   

53   0．49   0．42   0．26   0．24  ＜0．02  ＜0．02  

2  62   0．29   0．27   0．19   0．16  ＜0．02  く0．02  

78   0．22   0．18   0．24   0．18  ＜0．02  ＜0．02   

水稲  21  0．04  0．04  

（玄米）  2  28  0．04  0．04  

却3年度   42  0．02  0．02   

水稲  21  3．62  3．36  

（稲わら）  2  28  2．09  1．70  

加3年度   42  0．74  0．72   

14  ＜0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ・＜0．02  ＜0．02  

2  30   0．05   0．04  ＜0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  
大豆  

60   0，04   0．03   0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  
（乾県子弟  

抑年度   14   0．05   0．04  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  

ヰ  30   0．10   0．08   0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  

60   0．05   0．03  ＜0，02  0．02★  ＜0，02  ＜0．02   

1こ1  

2  30  0．01  0．0⊥1  
大豆  

60   0．03   0．02   
樺色操子菊  300  

al）2年度   
14  0．05  0．01  

1  30  0．13  0．08  

60  0．0．1  0．03   
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試  
残留値（mg此g）  

験   

回 数   m （日）  

シメコナゾーソレ  代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  

圃 場  

数   
最司直  平嘲直  最司直  平均値  最高値  平切直   

14  

2   500   2   29・30  

59－60   

3   0．03  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

75   
7   ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3  
14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2  900G   3  21  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

18  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

3   0．18   0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

75   
7   0．14  0，07★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3  
14   0．05  0．04★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．05  0．04★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

14  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

900G   3  21  く0，02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

18  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

7  ＜0．02  
100～  

2  
150   

3  14  

21  

0．03  

75   3   7  0．02  0．01  

14  0．01   

0．08   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3   3   0．06   0．04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

79．5～  7   0．03  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  

125  0．11   0．07  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

5   3   0．07   0．04  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

7   0．04  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02   

＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

75～150  5   

1j  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3   7  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
125  

く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

5   7  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

1⊥l  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

7   0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

250   14  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02   

7   0．30   0．20   0．05   0．02  ＜0．02  ＜0．02  

250   3  11   0．15   0．11   0．06   0．03  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．08   0．08   0．03   0．02  ＜0．02  ＜0．02   

試  

作物名   験  
圃  

㈹   
場  
数   

大豆   

2  棒鋼   
加4年度   

葉ネギ   

田  

幻∝）年度   

葉ネギ   

2  （茎葉）   

加3年度   

根深ネギ   

田  

狐年度   

根深ネギ   

田  

謝年度   

ニンニク   

2  碩薙茎）   

才力1年度   

トマト   
（施設）   

（果実）   

2∝）2年度   

きゆうり   

（施設）   

田  

狐年度   

スイカ（施   

設）   

（果実）   

63   



試  
残留値（mg／kg）  

作物名 （栽欄 （分析告胞）  

回 数 ¢尋  PHI （日）  

シメコナゾーソレ  代謝物ⅠⅠⅠ  
圃 場  

代謝物Ⅴ  
色a班Ia）  

実施律痩  最前直  平嘲直  最謝直  鞠直  最酎直  平嘲直   

夏みかん  

（無袋）   319～  
7   0．20   0．11  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  350   
3  14   0．08  0．04★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   
狐年度   

0．06  0．04★  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02   

ゆず  

（無袋）  250～  
7   0．23  0．12  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（．果実）  400   
3  14   0．11   0．06  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
21   0．09  0．05★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

謝年度   

14  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

30  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  
59－60  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0，02  

りんご   14   0．04  0．03★  ＜0．03  ＜0．03  ＜0，02  ＜0．02   

2   
350   

21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

（果実）  

2  
30   0．05  0．03★  ＜0．03  く0．03  ＜0．02  ＜0．02   

1労7年度  59－60  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

14   0．04  0．04☆  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．04  0．03★  ＜0．03  く0．03  く0．02  ＜0．02  
3  

30  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  く0．03  ＜0．02  ＜0．02  
59－60  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

りんご  

（無袋）   700－  
7   0．14  0．08  く0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  830   
3  14   0．04  0．03貴  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   
洲年度   

0．03  0．02★  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．b2   

0．21   0．15  ＜0，03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

14   0．07  0．04★  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  
なし   

2   

21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

2   200  
28  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  

（果実）  0．29  0．21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   
1繁熔年度  14   0．07   0．06   0．03  0．03★  ＜0，02  ＜0．02  

3   
21   0．03  0．03★  0，03  0．03★  ＜0．02  ＜0．02  

28  ＜0．03  ＜0．03  ＜0，03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

なし  

（無袋）  350～  
7  0．18  0．12  

（果実）  

2  
400   

3  1-1 0．15  0．09  

21  
瓢3年度  

0．10    0．04★  

14   0．04  0，03☆  0．03  0．03☆  ＜0．02  ＜0．02  

もも   2  21  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02   

（無袋）  150～  28  ＜0．03  ＜0．03  0．04  0．03★  0．02  0．02★  

（果肉）  

2  

200  11   0，04  0．03☆  0．04  0．03★  0，03  0．02★   
1諏年度  3  21  ＜0．03  ＜0．03  0．03  0．03★  0．04  0．02★  

28  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  ＜0．03  0．03  0．02★   

14   0．67   0．39   0．07  0．05★  0．0ヰ  0．03★  
もも   2  21   0．2二1  0．18   0，06  0．04★  0．03  0．02☆   

2   150～  28   0．12  0．06火   0．04  0．04★  0．04  0．03☆  

（果皮）  200  14   0．60  0．33   0．10  0．06★  0．07  0．04★   

1労8年度  3  21   0．31   0．20   0．09  0．01☆  0．06  0．04★  
28   0．15  0．10★  0．10  0．05★  0．06  0▲0二l☆   
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試  
験  

圃  

場  

数   

もも   

（無袋）   

田   

謝年度   

もも   

2   

（果皮）   

抑年度   

ネクタリン   

（無袋）   

（果実）   

2：   

2∝）3年度   

アンズ   

境地無鉛   

（果実   

2   

猫年度   

スモモ   

（無袋）   

（果実）   

2   

狐年度   

おうとう   
（施設）   

田   

瓢1年度   

イチゴ   
（施設）   

（果実）   

瓢4年度   

ブドウ施   

2   

（果菊   

2∝）1年度   

かき   

（無袋）   

（果実）   

2：   

1∈煤）年度   

茶   

（荒茶）   

1卸年度   

2   

摘采10日前   

から簡易   

u顔弓  

試  
残留値（mg／kg）  

使用量  

毎£融Ia）   回 数 巾  m （日）        シメコナゾ「ル  
代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  

場  

数   
嗣直  聞直  長南直  平均値  嗣直  嘲直  

0．31  0．21  

36～10  3   7  0．18  

14  0．08  0．05  

10．3  

36～40  3   7  4．47  2．55  

14  1．27   0．80  

270～  
0．39  

2：  
400   

3   7  0．14  

14  0．04   

0．41  0．34  

2  400   3   3  0．32  0．27  

7  0．09    0．08  

400～  
＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

2  
500   

3   3   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

7   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  ＜0．05  

1．13  0．80  

r〉  

400～  3  0．86  

625   3 7 0．60  

14  0．30  0．17  

1．49  

200   3   3  1．09  

7  0，67   0．34  

150～  
14  0．13  

2   
200   

3  21  0．07  

28  0．07   

175～  
7   0．10  0．06  ＜0．03  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2：  
218   

4  14   0．09   0．06  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

21   0．07  0．0⊥l☆  ＜0．03  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

7   1．58   2．65   1．70   1．10  0．0－1  0．03  

0．88   0．65   0．76   0．66  0．02  0．02☆  

21   0．10   0，08   0．31   0．28  ＜0，02  ＜0．02  
2  100   

7   ⊥80   3．18   1．91   1．18   0．01  0．03  

2  14   0．91   0．64   0．9ニ1   0．77   0．02  0．02★  

21   0．12   0．09   0．3」＝   0．33  ＜0．02  ＜0．02   
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試  

作物名  
残留値（mg耽g）  

（栽脚 扮析昏曜  回   シメコナゾ」ル  代謝物ⅠⅠⅠ  代謝物Ⅴ  

場  
使用量 毎a班Ia）   数 （画  ⅢⅡ （日）  

実施緯度  長南直  平切直  島村直  嘲直  最前直 欄直   

茶   7   1．91   1．14   1．14   0．82   0．03  0．02★   

（浸出液）  1⊥l   0．31   0．28   0．59   0．53   0．02  0．02☆   

1沸年変  21   0．06   0．04   0．26   0．22  ＜0．02  ＜0．02  
2   100   

7   2．01   1．45   1．21   1．16   0．03  0．03  
摘采10日前  

から簡易  
2  14   0．34   0．28   0．68   0．64  0．02☆  0．02貴  

被覆  
21   0．09   0．06   0．28   0．21  ＜0．02  ＜0．02   

7  6．00  4．08  
14  1．60  1．08  

茶  21    ＜0．50    0，31☆  
（荒茶）  200   

加1年度   
7  8．30  5．92  

2  14  2．10  1．58  
21    く0．50    0．33☆  

7  2．17  1．55  
14  0．63  0．47  

茶  21  0．07    0．06★  
（浸出液）  200   

Ⅹか4年度   
7  2．58  2．09  

2  14  0．78  0．67  
21  0．10  0．08  

注）・使用量欄にG印は拉剤、Ⅰ）印は粉剤、それ以外は水和剤を用いた。  
・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界を検出したものとして計算し、   
★印を付した。  

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界の平均に＜を付して記載した。  
・これらの作物の他、今後、魚介類に対する残留値について報告される予定である。   
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